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1. はじめに

当社では前報(テクニカルレポート No.81)において、防虫用エアーカーテンの防虫効率評価試験を報告した。

写真 1 に示す全周透明アクリル板構造の密閉型捕虫ブースに誘虫灯を設置し、捕虫ブース内に侵入した虫を写真

2 の如く掃除機で捕捉し計数した。この方式ではエアーカーテンの誘引気流により、密閉ブース内が陰圧となり

内外の差圧バランスが崩れ気流が逆流する脈動現象の発生、また掃除機吸引の衝撃により虫体の飛散、紙パック

への張付等の課題があった。本報では 7 型防虫用エアーカーテンの防虫効率評価試験を、高精度かつ効率的に行

う為、陰圧抑制策として周囲をメッシュ構造の捕虫ブース、虫体の飛散防止対策として捕虫にバグキーパー(捕

虫器)を用いた。写真 3.及び 4 に示す改良型試験装置にて評価を行ったので報告する。 

2. 試験装置

開口幅 2m×高さ 2.5m の防虫用エアーカーテン(7 型)を屋外に設置し、屋内に設置した捕虫ブース内にバグキ

ーパー2 台を設置した。捕虫ブース周囲の仕切りをメッシュ材(#70)としたことによりエアーカーテン(以後 AC

と略す)運転の発停に関わらず常時室内外の圧力差は 0±1Pa となった。図 1 に試験装置を示す。 

3. 試験方法

試験は周囲が充分に暗くなり飛翔虫の数が多くなる 19:30 より開始した。虫の飛来数は動きが活発になる日没

直後から経時変化する為、図 2 に示す試験条件にて行い、AC ON 時の捕虫数とその前後の AC OFF 時の捕虫数

の平均値から各日の防虫効率 No1、2 として求め、さらにその平均値を当日の総合防虫効率とした。 

① バグキーパーの捕虫数のみと、バグキーパーで捕虫した虫と残留した虫を掃除機で捕虫した合計数で算出し

た防虫効率の差異を検証した。

② 次に、エアーカーテンの吹出ノズル角度を調整して防虫効率を高め、エアーカーテンの防虫効率を算出した。 

写真 1.従来型捕虫ブース 写真 2.従来型捕虫計数方法 
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写真 3.改良型捕虫ブース 写真 4.改良方式の捕虫計数方法 
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4. 試験結果

① バグキーパーの捕虫数のみで算出した総合防虫効率は 80.8％、バグキーパー+掃除機の捕虫数で算出した総

合防虫効率は 80.3％となった。その差は±0.5％と少なく、バグキーパーのみの試験でも有効であることが判った。

② AC 吹出ノズル角度を再調整し、バグキーパーのみで

試験を行った。調整後 3 日間の防虫効率結果を表 1 に

示す。最大 97.6％、最低 90.4％となり、その平均は

93.9％と目標値の 90％以上を満足した。

5. まとめ

捕虫ブースの構造改良により室内外圧力差を安定させた。

また、バグキーパーを用いることにより、捕虫数のカウントを効率的かつ高精度に繰り返し実施可能となった。 

今後の防虫効率算出試験は今回確立した試験方法にて実施する。しかし、捕虫試験後の捕虫ブース内には 

クリーンアップで補足しきれない虫が数十匹残虫している為、さらに実験装置の改善を継続する。

試験日 7 月 31 日 8 月 1 日 8 月 6 日 

No1 効率 97.6％ 95.7％ 90.4％ 

No2 効率 94.0％ 92.0％ 93.6％ 

各総合効率 95.8％ 93.9％ 92.0％ 

3 日間平均 93.9％ 

繰
り
返
す 

図 2.試験条件 
図 1.試験装置 
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図 3.バグキーパーのみの防虫効率 図 4.バグキーパー+掃除機の防虫効率 

表 1.防虫用エアーカーテンの防虫効率 
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